[bookmark: _GoBack]（生産性向上のためのデジタル技術活用推進助成金結果状況報告　効果調査票）

1　貴社の業種（大分類）について教えてください。　　　　　　　　　　　　　　　
　　（記入にあたっては、お送りした依頼書記載の業種産業分類表を参考にしてください。）

2　資本金額　　　　　　　　　　　　　　　　

3　従業員数　　　　　　　　　　　　　　　　

4　取組んだデジタル技術分野を教えてください。（複数選択可）
　a．ICT　 b．lot　 c．AI 　d．ロボット e．その他

5　助成事業により取り組んだテーマの分類を教えてください。（複数選択可）
　a．見える化　　　　　　f．最適化
　b．ペーパーレス化　　　g．コミュニケーションの活性化
　c．自働化　　　　　　　h．データ蓄積、分析
　d．高速化　　　　　　　i．その他
　e．省力化、省人化

6　助成事業の実施を通じて生産性が向上しましたか。　　はい／いいえ

7　具体的にどのような生産性が向上しましたか。（複数選択可）
　■費用が削減できた
　a．原材料費の削減　　　
　b．業務における人的コストの削減
c．設備やツール等に掛かる費用（ランニングコスト）の削減
　d．消耗品費等の管理コストの削減

　■時間が短縮できた
　a．業務の開始から終了までにかかる時間の削減　　　
　b．商品の注文を受けてからお客様の手元に届くまでにかかる時間の削減（納期短縮）
c．納期遅れの改善
　d．工程数・作業時間の削減
　e．見積・納期回答時間の短縮
f．データ入力・集計時間の削減
g．会議時間・移動時間の削減
　h．その他

■品質が向上した
　a．業務の標準化
　b．顧客満足度の向上 
c．不良品の発生率低下
　d．ミスの発生率低下
　e．顧客からのクレーム率低下

　■その他
　a．社内コミュニケーションの活性化
　b．顧客接点における状況把握の迅速化・即時化（CRM・SFA）
c．客接点の増加・多様化（チャットボット・サービスロボット等）
　d．新たな経営資源としてのデータ蓄積・活用
　e．売上・利益・付加価値の効用
　g．その他

8　上記のうち、定量的な数値が回答可能な場合は教えてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9　その他、公社へのご意見やご要望がありましたらお聞かせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






ご協力ありがとうございました。
